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懐
徳
堂

の
和
学
書

目
並
解
説

一
　

三

宅

高

年

名
は
正
名
、
字
は
実
父
、
石
庵
ス
は
高
年
と
号
す
。
寛
文
五
年
正
月
十

九
日
京
都
三
条
に
生
る
。
享
保
十
五
年
七
月
十
六
日
歿
、
寿
六
十
六
、

河
内
神
光
寺
に
葬
る
。

１
萬
年
先
生
遺
墨
帖
　
一
帖

（懐
徳
堂
文
庫
蔵
）

遠
墨
断
簡
集
で
あ
る
が
、
中
に
、
和
歌
や
俳
句
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
。

二

中

井

贅

庵

　

　

　

　

　

　

　

　

，

名
は
誠
之
、
字
は
叔
貴
、
発
庵
と
号
す
。
元
緑
六
年
九
月
十
九
日
播
州

龍
野
に
生
る
。
宝
暦
八
年
六
月
十
七
日
歿
。
寿
六
十
六
、
八
丁
目
寺
町

誓
願
寺
に
葬
る
。

２
と
は
す
か
た
り
　
　
一
巻
　
半
紙
判
刊
本

３
和
歌
和
文
集
　
　
　
未
刊

４
春
の
こ
と
ば
　
　
　
一
巻
　
未
刊

５
新
題
和
歌
　
　
　
　
未
刊

〓
一

五

井

蘭

洲

　

　

　

　

／

名
は
純
頑
、
字
は
子
祥
、
通
称
藤
九
郎
、
蘭
洲
・
冽
庵
。梅
鶉
と
号
す
。

元
蔵
十
年
大
阪
に
世
る
。
宝
暦
十
二
年
三
月
十
七
日
歿
。
寿
六
十
六
、

八
丁
目
寺
町
実
相
寺
に
葬
る
。

八

木

毅

６
勢
語
通
　
　
　
四
勝

（
内
巻
二
、
外
巻
二
）
美
濃
紙
袋
綴

宝
暦
元
年
十
二
月
成

自
筆
本

（
懐
徳
堂
丈
庫
蔵
）

¨
丸
山
盛
紀
筆
本

（吉
永
　
登
氏
蔵
）
四
冊

・

活
字
本
二
冊
　
明
治
四
十
四
年
刊

（
懐
徳
堂
紀
念
会
刊
行
）

本
書
の
詳
細
に
つ
い
て
は
本
文

「勢
語
通
に
つ
い
て
」
を
参
照
の
こ

，
」
。

７
源
語
提
要
　
　
一二
冊
　
半
紙
判
写
本

（吉
永
登
氏
蔵
）

第

一
冊
　
源
氏
物
語
を
よ
む
几
例
及
本
文
桐
壼
よ
り
よ
も
ぎ
生
ま
で

第
二
冊
　
せ
き
や
よ
り
か
し
は
ぎ
ま
で

第
二
冊
　
よ
こ
ぶ
え
よ
り
ゆ
め
の
う
き
は
し
ま
で

巻
の
解
題
と
本
文
の
抜
粋
、
護
を
本
丈
の
行
間
に
書
き
き
む
。
凡
例

に
、
著
者
の
源
氏
物
語
観
を
述
ぶ
。

８
源
語
詰
　
　
一一一冊
　
半
紙
判
写
本

（吉
永
登
氏
蔵
）

部
門
別
い
ろ
は
順
に
源
氏
物
語
の
語
彙
解
説

第

一
冊
　
天
文
・
地
理
・
時
候
・
居
所
・
宮
室
・
鬼
神
ｏ
虚
詞

第
二
冊
　
人
倫
・
支
体
・
草
木
・
食
獣
ｏ
姦
魚
・
服
食
器
財

第
二
冊
　
人
事
部
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源
語
講
を
源
語
梯
と
改
題
し
て
安
永
十
年
近
江
大
上
川
の
ほ
と
り
な

か
つ
か
さ
の
序
文
を
附
し
出
板
せ
る
も
の
あ
り
。
の
ち
、
天
明
乙
巳

歳
夏
、
中
井
竹
山
の
源
語
梯
弁
を
附
し
て
再
板
。

７
８
に
つ
い
て
は
本
文

「源
語
提
要
“
源
語
話
に
つ
い
て
」
を
参
照

９
万
葉
話
　
　
一二
冊
　
半
紙
袋
綴
写
本

（吉
永
登
氏
蔵
）

萬
葉
集
中
の
語
句
を
巻
一
天
丈
時
候
・
巻
三
鬼
神
人
倫
支
体
・
巻
三

態
芸
事
為
ｏ
巻
四
虚
詞
助
辞
に
わ
か
ち
、
各
巻
い
ろ
は
順
に
配
列
し

て
略
解
し
た
も
の
。

年
本
に
は
他
に
四
冊
本
五
冊
本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
巻
首
に
寛
政

九
年
十
月
高
津
中
川
昌
房
の
序

（純
頑
の
歌
並
び
に
此
書
の
こ
と
を

述
べ
て
ゐ
る
）
と
巻
末
に
高
葉
集
几
例
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

１０
新
題
和
歌
百
首
　
一
冊
　
半
紙
袋
綴
写
本

五
井
蘭
洲
の
百
首
の
題
詠
歌
に
倣
っ
て
川
井
立
牧
ｏ
加
藤
竹
里
も
同

じ
や
う
に
題
詠
し
た
和
歌
の
集
。
月
中
漁
艇
　
散
楽
　
戯
坊
　
機
関

・

医
煙
草
　
乞
食
　
盗
　
老
妓
　
西
施
　
読
史
　
日
本
武
尊
等
の
新
題

一
題
一
首
で
あ
る
。

機
関

み
る
が
う
ち
に
人
も
草
木
も
波
の
う
へ
に
悼
さ
さ
ぬ
舟
の
行
ま
か
ふ

也

老
妓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

も
と
ゆ
ひ
の
み
た
れ
て
霜
と
ふ
る
さ
れ
し
音
を
い
ま
は
忍
ぶ
も
ぢ
ず

蘭
洲
の
作
例
を
挙
げ
れ
ば
右
の
如
く
で
あ
る
。

桂
山

（
川
井
立
牧
、
名
は
雅
）
の
百
首
の
終
り
に

右
微
五
井
蘭
洲
新
題
百
首
　
宝
暦
四
年
甲
成
二
月
　
　
　
桂
　
山

と
あ
り
。
桂
山
は
詩
を
梁
日
鯰
巖
に
、
歌
を
長
伯
に
学
ぶ
。
明
和
三

年
七
月
二
十
日
歿
、
寿
五
十
九
。
医
を
業
と
し
、
懐
徳
堂
の
あ
っ
た

尼
崎
町
の
町
年
寄
で
あ
っ
た
。
そ
の
家
集
を
桂
山
集
と
い
ふ
。

■
蘭
洲
右
話
　
上
下
三
巻
　
一
冊

（刊
本
）

明
治
四
十
四
年
十
月
懐
徳
堂
紀
念
会
は
り
■
版
「
発
行
所
大
阪
心
斎

筋
松
村
文
海
堂
、
蘭
洲
の
随
筆
で
あ
る
。
蘭
洲
研
究
に
は
一
見
す
べ

き
書
で
あ
る
。

・２
古
今
通
　
一一十
巻
　
八
冊
　
蘭
洲
自
筆
稿
本

（懐
徳
堂
文
庫
蔵
）

古
今
和
歌
集
の
注
釈
書
。
上
野
の
国
立
国
会
図
書
館
そ
の
他
に
も
写

本
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
文

「古
今
通
に
つ
い
て
」
を
参

照
の
ン」
と
。

・３
蘭
洲
先
生
詠
歌
大
概
古
今
序
紀
聞

一
冊
　
写
本

（大
阪
府
立
図
書
館
蔵
本
）

旧
注
を
参
照
し
て
詠
歌
大
概
ｏ
古
今
序
を
注
釈
し
た
も
の
。
巻
末
に

し
る
さ
れ
た
語
に
は
朱
子
学
者
ら
し
た
見
解
が
の
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

・４
刑
正
日
本
書
紀
　
四
巻
　
未
刊
　
写
本

四

中

井

竹

山

名
は
積
善
、
字
は
子
慶
、
通
称
善
大
・、
同
関
子
ｏ
渫
翁
・
雪
翁
・
竹
山

な
ど
と
号
す
。
享
保
十
七
年
生
る
。
文
化
元
年
二
月
五
日
歿
。
寿
七
十

、

五
、
八
丁
目
寺
町
誓
願
寺
に
葬
る
。

・５
万
葉
仮
音
　
　
　
未
定
稿
不
分
巻

（未
見
）

五

中

井

履

軒
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名
は
積
徳
、
字
は
処
叔
、
通
称
徳
二
、
履
軒
幽
人
と
号
す
。
享
保
十

九
年
生
る
。
文
化
十
四
年
二
月
十
五
日
残
。
寿
八
十
六
、
八
丁
目
寺

町
誓
願
寺
に
葬
る
。

・６
百
首
贅
々
　
　
　
橋
版
本
　
一
冊
　
明
治
廿
二
年
十
″
月
　
中
井
木
菟

麻
呂
刊
、
博
文
館
発
行

百
人

一
首
に
注
釈
を
施
し
た
も
の
。
こ
れ
に
は
所
々
に
異
説
が
示
さ

れ
て
ゐ
る
。
「春
す
ぎ
て
」
の
歌
の
注
に
、
「
香
山
ハ
大
山
也
大
和
河

内
ノ
彊
ナ
ル
葛
城
二
上
龍
田
金
剛
山
ナ
ト

一
帯
ノ
連
山
ノ
総
名
ナ
リ

・　
甚
ノ
勝
景
ナ
レ
ハ
ニ
ヤ
香
山
卜
名
付
ヶ
ラ
ン
萬
葉

こ
同
ク
御
製
ア
リ

テ
中
二
海
原
海
鶴
ノ
句
ア
リ
証
ト
ス
ベ
シ
大
和

ニ
テ
茅
淳
海
ヲ
望
コ

・ト
ハ
コ
ノ
一
帯
ノ
山
ョ
リ
外

ニ
ハ
ナ
シ
畝
火
耳
無
ナ
ド
ノ
小
丘
ニ
テ

カ́
カ
ル
眺
望
ノ
勝
景
ア
ル
ベ
キ
ヤ
」
と
あ
る
。

・７
履
軒
先
生
和
文
集
　
乾
坤
二
冊
　
半
紙
本
写
本

（懐
徳
堂
文
庫
蔵
）

乾
、
澤
看
国
歌
合
・
音
の
旅

坤
、
華
管
嘆
語
・
華
管
国
記
ヽ
与
竹
里
翁
・　
世
の
た
か
ら
ｏ
巴
歌
集

序
・
ふ
き
の
こ
と
は
・
歌
の
す
か
た
・
夢
路
草
枕
・
し
の
ふ
招
・
し
か

ら
み
・
く
れ
な
ゐ
・
長
き
夜
・
ね
の
ひ
・
歌
の
す
か
た

（
コ
レ
ハ
前
ノ

歌
の
す
が
た
ト
ハ
内
容
異
ナ
リ
）
か
す
め
歌
・
百
首
考

（
コ
ン
ハ
百
首

贅
々
ノ
冒
頭
文
ナ
リ
）
破
腹
巻
記

・８
離
題
伊
勢
物
語
　
　
一一巻

（未
見
）

・９
離
題
古
今
和
歌
集
　
一一巻

（未
見
）

七

加

藤

信

成

幼
名
源
吉
、
通
称
清
右
衛
門
又
源
四
郎
、
右
門
（再
門
と
も
）
と
称
し
、

字
は
子
原
、
季
朔
、
休
々
亭
な
ど
と
号
す
。
貞
享
四
年
十
二
月
朔
二
、

寛
延
四
年
六
月
二
十
四
日
歿
、
寿
六
十
五
。

学
を
五
井
持
軒
、
三
宅
萬
年
、
三
輪
執
斎
に
受
け
、
歌
学
を
烏
丸
光
栄

に
、
医
を
後
藤
艮
山
に
学
び
、
儒
医
を
以
て
身
を
立
て
た
。
加
里
竹
里

の
父
。

２。
承
露
吟
草
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

家
集
で
あ
る
。

八

加

藤

竹

里

名
は
景
範
、
通
称
小
川
屋
喜
太
郎

（
の
ち
友
輸
と
改
む
）
号
は
竹
里
ス

居
貞
斎
　
享
保
五
年
五
月
朔
生
、
寛
政
八
年
十
月
十
日
歿
、寿
七
十
七
。

２．
加
藤
竹
里
書
簡
集
　
　
一一帖

（懐
徳
堂
文
庫
蔵
）

内
容
は
有
賀
長
収
贈
答
書
簡
そ
の
他
、
文
反
古
　
賠
交
ぜ

２２
蔵
山
集
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
写
本
　
安
永
四
年
手
与
　
大
形
本

（
住
吉
神
社
御
文
庫
蔵
）

加
藤
景
範
撰
　
序
並
本
支
自
筆
　
跛
中
井
竹
山
自
筆

仝
　
板
本
　
　
　
　
　
一
冊

‐・半
紙
本

安
永
四
年
十
一
月
　
景
範
編
輯
　
浪
華
書
肇
　
堀
内
庄
兵
衛
。

住
吉
神
社
に
奉
納
の
た
め
十
九
人
の
歌
人
か
ら
歌
を
求
め
、
春
夏
秋

冬
恋
雑
に
部
類
し
た
も
の
。　
　
　
　
１

◎
難
蔵
山
集
　
小
沢
芦
庵
著
　
蔵
山
集
を
刊
行
し
た
こ
と
に
対
し
て

芦
庵
は
神
に
奉
納
し
た
歌
を
出
版
し
て
広
め
る
と
い
ふ
こ
と
は

売
名
的
行
為
な
り
と
非
難
し
、
蔵
山
集
の
歌
を
適
宜
抜
き
出
し

て
そ
れ
に
つ
き
非
難
を
加
へ
た
も
の
。
そ
れ
故
に
上
記
板
本
か

ら
芦
庵
の
歌
は
削
っ
て
あ
る
。

２３
帥
撤
み
な
れ
さ
は
　
　
一
冊
　
半
紙
半
機
本
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寛
政
四
年
七
月
刊
行
　
浪
華
書
舗
　
柏
原
屋
佐
兵
衛
ヽ
小
川
屋
大
蔵

板
。

和
歌
に
用
ひ
る
単
語
を
天
丈

・
歳
時
以
下
十
八
項
目
に
分
類
し
て
並

べ
た
も
の
。

２４
国
雅
管
窺
　
　
　
　
　
一
冊
　
美
濃
袋
綴
板
本
　
　
　
　
　
‘

享
和
二
年
五
月
刊
行
　
浪
華
書
舗
　
柏
原
屋
清
右
衛
門
、
小
川
屋
清

右
衛
門
蔵
板
。　
　
　
　
　
　
、

有
賀
長
収
の
序
が
あ
る
。
初
学
者
の
た
め
に
和
歌
の
作
法
に
つ
い
て

の
べ
た
も
の
。
勿
論
和
歌
の
本
質
に
つ
い
て
も
述
べ
て
ゐ
る
が
、
特

に
景
範
れ
自
説
と
み
之
む
べ
き
も
の
は
な
い
。

２５
和
歌
実
践
集
　
　
　
　
五
冊
　
美
濃
袋
綴
板
本
　
　
　
　
　
　
　
・一

寛
政
七
年
七
月
刊
行
　
浪
華
書
肇
・
岩
時
徳
左
衛
門
、
加
藤
源
蔵
、

同
清
右
衛
門
蔵
板
。

一　
勅
撰
集
か
ら
実
作
の
模
範
と
な
る
歌
を
え
ら
び
出
し
て
そ
れ
を
春
夏

秋
冬
　
恋
　
賀
　
哀
傷
・　
離
別
　
覇
旅
　
雑
に
部
類
し
、
さ
ら
に
題

に
よ
っ
て
分
類
し
て
掲
げ
た
も
の
。

２６
古
今
通
補
　
　
　
　
　
（
木
見
）

前
記
１２
古
今
通
に
施
し
た
補
注
。

２７
源
語
解
　
　
　
　
　
（
未
見
）

あ
勢
語
通
註
　
　
　
　
（未
見
）

”
万
葉
趨
避
　
　
　
　
　
（
未
見
）

３０
み
や
び
こ
と
玉
か
つ
ら

一
冊

３．
国
詞
叢
録
　
　
　
　
　
一
冊

竹
理
の
羨
嗣
子
敬
善
編
集
に
か
力、
る
竹
里
の
和
文
藻

認
秋
霜
親
筆
　
　
　
　
　
一
冊

右
“
国
詞
叢
録
に
対
し
て
詠
草
と
し
て
や
は
り
致
善
に
よ
り
編
韓
さ

れ
た
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

“
和
歌
虚
詞
考
　
　
　
　
二
冊
　
半
紙
袋
綴
本

´

寛
政
元
孟
春
刊
行
　
浪
華
書
鋪
　
柏
原
屋
清
右
衛
門
他
五
名
に
よ
る

板
行
。

内
容
は

「虚
詞
と
い
ふ
は
、
た
と
へ
ば
、
い
と
ど
し
く
、
は
へ
（
ふ

り
は
へ
ｏ
う
ち
は
へ
の
類
）
は
た
、
さ
す
が
、
中
々
、
を
の
づ
か
ら

の
類
也
　
此
一
づ
の
虚
詞
に
さ
ま
ざ
ま
の
心
の
か
は
り
あ
り
　
此
書

は
和
歌
の
虚
詞
を
あ
つ
め
、
証
歌
を
引
い
て
、
委
し
く
注
釈
を
加
ヘ

た
る
也
和
歌
を
学
ぶ
も
の
肝
要
の
書
な
り
」
と
あ
る
本
書
の
袋
の
集

内
に
よ
っ
て
大
要
を
得
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
和
歌
に
用
ひ
る
副
詞
・

接
続
詞
・
助
詞
・
形
容
詞
・
接
尾
語
な
ど
の
「虚
詞
」
を
分
類
解
説

引
例
し
た
も
の
で
あ
る
。

３４
新
古
今
集
旧
注
補
遺
　
　
　
一
冊
　
写
本

（
九
州
大
学
蔵
本
）

同
表
題
の
も
の
二
冊
あ
り
て
、
う
ち
の
一
珊
は
無
罫
美
濃
袋
級
の
草

稿
本
。
他
の
有
罫
の
方
は
清
書
本
。
清
書
本
の
方
に
は
草
稿
本
の
前

半
部
し
か
な
い
。
草
稿
本
は
全
二
十
巻
の
中
か
ら
二
百
数
十
首
の
歌

を
選
ん
で
こ
れ
に
注
解
を
施
し
た
も
の
。

主
と
し
て
北
村
季
吟
の
八
代
集
抄
の
批
判
と
自
見
の
説
述
。
旧
派
歌

人
と
し
て
は
旧
注
に
提
は
れ
て
ゐ
な
い
と
こ
ろ
が
良
心
的
。
季
吟
の

注
に
対
す
る
そ
の
批
判
は
全
く
儒
教
道
徳
的
立
場
。
新
税
に
乏
し
く

創
見
も
少
く
、
難
解
歌
は
余
り
扱
っ
て
ゐ
な
い
の
で
注
釈
史
的
に
は

ヽ
し
て
重
要
ス
も
・のと
は
い

・へな
い
が
相
性
系
続
で
は
嗅
■
ぁ
る
も



の

。

３５
六
吟

百
首

和
歌

　

　

　

一
冊
　

写

本

（
仁
桔

神
社
庫
蔵
本
）

竹

里

の
手

写

。

寛

政

四
年

九
月
十

九
日
。
幸

栄

・
転

以

・
尭
智

・
恭

貞

・
推

直

お
よ
び

竹

里

の
六
人

が
集

っ
て

一
夜

に
百
首

題
を
詠

み
、

神
前

に
納

め
た
も

の
。

３６
奉
納

月
次
和
歌

　

　

　

四
冊
　
写

本

（
住
吉

神
社
神
庫
蔵
本
）

竹

里

ら

の
同
志

が
集

っ
て
寛

政

二
年

よ
り
同

五
年

に
至

る
月

次

の
詠

出
歌

を
、

年
毎

に
浄
書
奉

納

し
た
も

の
。

そ

の
二
年

の
巻

が
千
里

の

手
写

で
あ

る
。

３７
積

黎
集

　

　

　

　

　

　

一
冊
　
写

本

（
住
吉
神
社
神
庫
蔵
本
）

妻
屋
参

貞

の
詠
草
。
竹

里

の
添

削
並
与
、
祓

が
あ

る
。

田
和
歌

三
題

集

　

　

　

　

一
冊
　

袖

珍
本
　
安
永

六
年
刊

（
大
阪
府

立
図

・書
館
蔵

）
　

　

　

　

　

　

　

・

故
事

ま
で
合

め
て
和
歌

に
用

ひ
る
詞

を
分
類

し
て
注

し
た
も

の
。

第

一
部
和
歌
浜

づ

と
　

目
録

に
、

天
象

（
天

ｏ
日

・
月

…
…
）
歳

時

・

方

位

・
地
儀

ｏ
国
部

・
居

然

・
神
社

・
仏
寺

・
草

・
木

・
鳥

・
獣

「

見

虫
以
下

八
項

。
　

　

　

　

　

・

例
卜
天
象
、

荻
　

す

め
る

は
そ

ら
　

―

の
原
　

―

つ
空
　

―

の
戸
。

第

二
部
名

所

つ
い
ま

つ
　

寛

政

四
年

の
序

”
几
例

に

つ
づ

い
て
　

山

・

嶺

・
谷

・
和

以
下

五
三
項
目

が
あ

る
。

例
―

山
、

い
な

り
山
　

初
午

・
梅

・
花
　
拾
滝

の
水

か

ぺ
り

て
す

ま

は
稲
荷
山

七
日

の
は
れ

る
し
る

し

と
や
思

は
む
　
附
録

　
園

ｏ

氷
室

・
隈

・
窟
。

第

三
部

美
那
礼
樟

　
天
文

・
歳

時

ｏ
方

位

以
下
十

六
項
。

巻
尾

に
高
葉

便
名

の
分
類
表

を
打
ぐ
。

”
補

遺
名

所

つ
い
ま

つ
　

　

一
冊
　

袖

珍
本
　
写

本

（
大
阪
府

立
図
書
館

蔵
）

序

・
奥
書

と
も

に
な

い
。

全
七
十

六
枚
。
山

・
嶺

・
柚

・
坂

・
岡

・

路

・
関

な
ど

の
分
類

に
よ

っ
て
各

地

の
歌
枕

を
あ
げ
、

例
歌

を
引
用

し
て
ゐ
る
。
大

々
の
項

に
は
簡

単
な
解
説

も

つ
い
て
ゐ
る
。

例
―

原
　
檜

原

↓
松

原

・
萩
原

・
か
や
原

な
ど
原

の
題

二
か
な

は
す

野

に
同

し
く
う

ち
ひ
ら
き

た
る
所

を
云
。

■
い

い
ふ
き
山
　
近
江

な
り
　
伊
吹

の
外
山

・
さ
し
も
草

・
嶽

・

―
―

お
ろ

し

・
―
―

の
み
ね

ｏ
ｌ
ｌ

塁

　

噺
古

逢
事

は

い

つ
と

い

ぶ
き

の
嶺
に
生
ふ
る
さ
し
も
絶
え
ゼ

ぬ
思
な
り
け
り

４０
閑
吟
吾
旅
百
首
　
　
　
一
冊
　
大
形
本
　
写
本
（
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
）

植
村
雪
翁
、
景
範

の
斧
銭
を
得
た
旅

の
歌
百
首
を
集

め
た
も

の
。
雪

翁
自
序
あ
り
。
四
季

・
雑

に
部
類
す
。
巻
末

「
旅

の
歌
百
首
よ
み
て
，

添
削
を
こ
ひ
け
る
詠
草

の
お
く
に
書

つ
け
侍
る
」
と
あ

っ
て
、
景
範
・

維
足

・
通
央

・
定
昌
な
ど
の
歌
が
あ
る
。
最
後
に
明
和
三
年

の
抜
を

附
す
。

（四

中
井
竹
山

の
項
に
入
れ
る
べ
き
も
の
）

４．
芳
埜
日
記
　
　
　
　
　
一
冊
　
半
紙
版
袋
綴
　
写
本

（
大
阪
府
立
図
書

館
蔵
）

扉

に
一
加
藤
千
埋
師
　
芳
埜
■
記
　
と
あ
り
、
奥

に
、
「
文
化
元
甲
子

秋
、
尾
時
氏
社
中
本
之
内
抜
率
年
之
」

と
記
す
。
裏
表
紙
内
側

に
、

「
沢
辺
氏
」
と
あ
る
。
慈
延
禅
師
に
さ
そ
は
れ
、
景
範

・
長
収
な
ど
歌

こ
の
む
人

々
吉
野
に
同
行
し
た
時

の
紀
行
で
、
所

々
に
頭
注
を
附
し

て
ゐ
る
。



例
―
本
文
で

「水
駅
」
と
あ
る
上
に
、「水
む
ま
や
食
物
ナ
シ
ニ
湯
茶

ハ
カ
リ
ア
リ
茶
店
」

本
文
の
終
っ
た
あ
と
に
景
範
の
和
歌
三
首
が
あ
る
。

２
加
藤
千
里
文
集
　
　
　
一
冊
　
半
紙
判
袋
綴
　
写
本

（大
阪
府
立
図
書

館
蔵
）

上
巻
に
は
四
国
讃
岐
か
ら
淡
路
島
に
か
け
て
の
旅
の
文
「
西
遊
紀
行
」

が
入
っ
て
ゐ
る
。

中
巻

「早
の
こ
と
ば
」
「
伊
勢
路
の
記
」
（
明
礼
だ
年
、　
一
七
七

一
）

「
但
馬
日
記
」
（
明
和
九
年
）
「岸

上
野
の
こ
と
は
」
「
馬
山
記
」
（
安

永
二
年

・
一
七
七
三
）
「
五
美
堂
記
」
（
安
永
三
年
Ｙ
‥
「蔵
山
集
序
」

な
ど
十
五
篇
の
文
が
あ
り
、
「岸
上
野
の
こ
と
は
」
の
末
尾
に
、
「竹

里
原
稿
に
は
刑
る
べ
し
ど
書
り
、
出
し
て
一
篇
と
し
、
ひ
そ
か
に
蔵

す
　
牛
尾
介
」
と
あ
る
。

下
巻

「観
濤
録
」
（
天
明
元
年
、　
一
七
八
九
Ｖ
長

収

の
歌
も
入
っ
て

ゐ
る
。
そ
の
他
二
篇
。

こ
の
文
集
は
明
和
年
間
か
ら
寛
政
の
初
年
に
か
け
て
約
二
十
年
間
の

文
章
を
集
め
た
も
の
。
編
者
は
前
細
牛
尾
介
な
る
人
で
あ
ら
う
か
。

４３
和
歌
浜
の
ま
さ
ご
　
　
一
冊
　
半
紙
判
袋
綴
　
刊
本

（
大
阪
府
立
図
書

ｏ
　

　

館
蔵
）

類
歌
集
で
あ
る
。
巻
初
に

「浜
の
ま
さ
こ
恋
上
目
録
」
と
あ
り
、
寄

天
恋

・
寄
日
・
寄
月

ｏ
寄
星
な
ど
寄
物
的
部
類
多
数
。
板
元
は
書
林

中
野
六
右
衛
門
。
但
し
刊
行
年
月
の
部
分
は
裏
表
紙
に
の
り
附
け
し

て
あ
る
た
め
に
分
ら
な
い
。

４
か
は
し
ま
物
語
　
　
　
一
冊
　
半
紙
判
袋
綴
　
刊
本
（大
阪
府
立
図
書

館
蔵
）

中
井
履
軒
の
漢
丈
序
、
中
井
竹
山
の
漢
文
抜
、
附
録
に

「き
み
の
こ

と
ば
」
が
あ
り
、
本
文
の
奥
に

「
明
和
庚
寅
七
之
冬

加
藤
景
範
撰
」

と
あ
る
。
あ
る
孝
子
を
扱
っ
た
和
文
の
実
録
小
説
。

同

（孝
行
物
語
）
　
　
一
冊
　
写
本

（東
京
大
学
臓
本
）

４５
何
世
語
　
　
　
　
　
　
一
冊
　
半
紙
袋
綴
　
自
筆
稿
本

（大
阪
府
立
図

書
館
蔵
）

明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
の
中
井
竹
山
漢
文
庁
が
あ
り
、
奥
に
、

此
物
語
た
か
作
れ
る
や
し
ら
す
さ
い
つ
こ
ろ
吉
野
に
遊
歴
せ
し
時
同

宿
せ
し
翁
の
み
せ
侍
し
を
写
し
と
り
侍
る
也
つ
く
つ
く
と
見
侍
る
に

古
き
物
と
も
し
ら
す
か
の
翁
好
事
の
も
の
と
お
ほ
え
し
か
も
し
み
つ

か
ら
書
る
に
や
之
思
は
れ
侍
る
・

と
あ
る
。　
一
種
の
擬
古
物
語
で
あ
る
。

４６
竹
葉
露
　
　
　
　
五
巻
　
巻
子
本
自
筆
草
稿

（大
阪
慮
立
図
書
館
蔵
）

主
と
し
て
竹
里
の
詠
草
を
そ
の
孫
が
類
衆
し
た
も
の
一　
　
¨

４７
和
歌
浜
づ
と
　
　
４８
松
の
下
露
　
　
“
間
思
随
筆

右
４７
に
４９
の
三
部
は
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
の
森
文
庫
旧
蔵
目
録
中
に

あ
る
が
、
書
物
は
同
図
書
館
に
入
っ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
。
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